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本取扱説明書は、ねじ込み式手動ボール弁に適用します。 

 

お願い 

 

本取扱い説明書は、バルブの運搬・保管、配管取付、操作・運転、保守をご担当になる方々に、バルブの正しい扱い方を

ご習得いただくための説明書です。 

 

運搬・保管、配管取付、操作・運転、保守作業に入られる前に、必ずこの取扱説明書をご一読下さるようお願いいたしま

す。 

本取扱説明書は、バルブの、運搬・保管、配管取付、操作・運転、保守について、想定される全ての状態を説明しつくして

おりません。もし、本取扱説明書について不明な点がございましたら、最寄りのイシグロ株式会社 支店または営業所まで

お問い合わせをお願いいたします。 

 

本取扱説明書で明示してあります、操作・保守・点検上の基準値・制限値は、バルブの保守管理を考慮して定めたもので

す。基準値・制限値を外れない範囲でご使用ください。 

 

本取扱説明書に使用しました、ご説明用の図面類は基本的な事だけを示したものです。 

該当する製品の納入品図を参照してください。 

 

※本取扱説明書の内容は予告なく変更する場合があります。 
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第 Ⅰ 編  構造と機能 

 

1. 構造と機能 

 

1.1  構造と各部の名称は下図に示す通りです。 

 

1.2  弁棒を９０度回転させることでバルブの開閉を行います。 

      

1.3  本バルブは「全開」「全閉」用としてのみ使用する事が出来ます。 

 

1.4  バルブ内のボールはフローティングタイプと言い弁棒等他の部品とは固定されず、1 次側（入口

側）と２次側（出口側）に設けられたボールシートに抱きかかえらえた構造です。ボールは固定

されていない為、閉止時にボールは流体の圧力によって２次側のボールシートに押さえつけられ封

止力を高めます。 

 

1.5  流体の流れ方向は限定されません。 
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第 Ⅱ 編  操作機 

1. ハンドル式 

 

1.1 バルブ弁棒に直接ハンドルが取り付いている構造です。 

 

1.2 ハンドルに表示してある開閉の記号及び矢印のとおり、ハンドルを時計回りに９０度回して閉、 

反時計回りに９０度回して開となります。 

 

 

 

 

 

レバーハンドル式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蝶ハンドル式 
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第Ⅲ編 運搬・保管 

1. 運搬 

 

1.1 運搬時の注意事項 

 

1.2 運搬について 

 

1.2.1 バルブの移動や配管施工される現場までの運搬は、納入された梱包・荷姿状態を 

維持してください。 

 

1.2.2 バルブを投げ出したり、落下・引きずり・転倒等の衝撃を与えないでください。 

 

2. 保管 

 

2.1 保管時の注意事項 
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2.2 保管について 

 

2.2.1 バルブは屋内で、ゴミや粉塵、湿気が少なく、通気の良い場所に保管してください。 

 

2.2.2 バルブは、梱包状態で木枠等の上に保管し、直接地面やコンクリートの上に 

置かないでください。 

 

第Ⅳ編 配管取付け 

1. 設置に関する注意事項 

 

 

1.1   バルブの設置場所は操作性を考慮し、安全かつ容易に操作及び保守が可能で、 

また、取付け及び取外しができるスペースが必要になります。 

 

1.2   やむを得ず狭い場所にバルブを設置する場合には、操作、点検及び保守に支障の 

ないように考慮してださい。 

 

1.3   振動その他の外力によって、その機能が阻害される恐れのある場所への設置は 

出来るだけ避けてください。 
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2. 配管取付けに関する注意事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 

 

2.1 バルブを配管に取りつける前に次の事項を確認してください。 

 

① 使用流体、圧力、温度がバルブ仕様と合致している。 

 

➁ 接続部の管用ねじが一致している。 

 

③ バルブ及び配管のねじ部に損傷がない事。 

 

④ 配管端部のねじは、ねじゲージで検査し、ねじが基準通りであること。 

 

2.2 バルブの配管取付け前に、接続ねじ部及び配管内の切削油、切り粉、異物等を十分清掃して 

除去してください。 

 

2.3 バルブを投げ出したり、落下等の衝撃を与えないでください。 

 

2.4 配管取付け直前にバルブの保護等を取り外してください。 

 

2.5 配管取付け終了後は必ず各締め付け部を点検し、緩んでいたら締めなおしてください。 

 

2.6 配管取付け終了後、必ず配管ラインのバルブを全て全開にし、フラッシングにより管内の 

異物を除去してください。 

フラッシング中はバルブの開閉操作は絶対に行わないで下さい。 

 

 

第Ⅳ編 配管取付 

3 配管取付 

 

3.1 バルブと接続する配管端部にねじが正しく切られていることを確認してください。 

 

3.2 配管とバルブの接続ねじ部及び配管内の切削油、切り粉、異物等を十分清掃して除去してください。 

 

3.3 シール材（シールテープ等）を配管のねじ部に使用してください。 

 

3.4 配管とバルブを接続する際は、適切な工具を使用してねじ込んでください。 

 

3.5 バルブに配管をねじ込む場合には、過大なトルクを加えない様にしてください。 
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     ねじ込みトルク値は下表に示す値の範囲としてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.6 試運転は圧力や温度を徐々に上げ、必要に応じて各締め付け部の増し締めを実施してください。 

 

第 Ｖ 編 操作・運転 

 

1. 操作に関する注意事項  
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2. バルブの開閉 

 

2.1 ハンドルに表示してある開閉の記号及び矢印のとおり、ハンドルを時計回りに回して閉、 

反時計回りに回して開となります。 

 

 

3. 運転中の日常点検 

 

使用中のバルブの管理は、日常点検と運転中の検査とによって行われます。 

日常点検と運転中検査は下記の通りです。 

 

 

※ 本バルブは分解してのメンテナンスは出来ません。 
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4. 異常発生時の注意事項 

 

 

5. 故障と処置 
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第Ⅵ編 定期点検 

 1. 定期点検 

 

1.1 バルブの定期点検は、配管に取り付けられた状態で１年に 1 回程度実施してください。 

 

1.2 バルブが円滑に機能を果たし、また保安上支障のない状態であることを確認してください。 

 

1.3 点検項目及び点検方法は日常点検と同様です。第Ⅴ編「運転中の日常点検」を参照ください。 

 

1.4 日常点検を行わないバルブや、日常開閉操作を行わないバルブも、 

定期点検時には点検を実施してください。(すべてのバルブを点検してください) 

 

2. 保守検査 

 

バルブが取り付けられた配管設備が保安検査の為解放される場合は、必要に応じて 

弁座・外部漏れ検査、作動検査を実施し、弁座・外部漏れ、作動不良等の徴候が 

認められたらバルブを交換してください。 

 

2.1 配管からの取外し、取付け時の注意事項 
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2.2 分解・組立 

   

 本バルブは分解してのメンテナンスはできません。 

 

2.3 試験・検査 

 

2.3.1 作動試験 

 

① ハンドルの操作は容易であり、各運動部にかじり、食いつきがなく適切に作動する事。 

 

➁ 弁棒とボール弁の結合、連結は確実であり、緩みのない事。 

 

③ 弁全開位置では、ボールの口径部の中心は、ボールシートの中心に対して同心の位置にある事。 

   ボールののぞきはボール口径端面に設けたＲの範囲であること。 

 

2.3.2 弁箱耐圧試験及び弁座漏れ試験 

 

① 弁箱耐圧試験及び弁座漏れ試験時の注意事項 
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➁弁箱耐圧試験及び弁座漏れ試験 

 

試験は、所定の水圧または空気圧により弁箱耐圧及び弁座漏れ試験を  

JIS B 2003 等の規格を参考に行い、所定の基準に合格する事を確認してください。 

 

以上 

 

 


